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東京女子医科大学看護学会第14回学術集会　特別講演
心が軽くなる物語
中川　晶
（京都看護大学・なかがわ中之島クリニック）
　これまで多くの物語を書いてきました。論文と並行して、「心療内科医のメルヘンセラピー（講談
社）」「やすらぎのみつかる心理学（PHP)] など物語だけの本も出させて頂きました。最近ではフェ
イスブックで書き始めた「あまにゃん物語」や「死神ジャック」も多くの方に読んで頂き、有難い話
です。一介の心療内科医に過ぎない筆者が、人さまに読んでいただく物語を書いてるのは、おこがま
しいのですが、高校生時代までは本気のマンガ家志望でストーリーを作って、絵を描き続けてきたの
で、絵や物語はこの年になっても、いくらでも浮かんできます。そのうえ仕事柄、苦しい人生の物語
や不思議な物語をよく聞きます。それが妄想であれ現実であれ、患者さんが苦しい状況をどう乗り越
えてきたかという物語を聴くのは、筆者の特権なのかもしれません。そういう話を聞くと書きたくて
ウズウズしてくるのです。勿論、筆者の想像もたっぷり混ぜ込んだ、創作料理のようなものです。ス
パイスには関西弁を用いることが最近は多くなってきました。関西弁は、どうも心をホッコリさせる
のに効きます。関西人の筆者にとっては自然体でかけるのがいいのですが、最近は関東の方々から
も、関西弁で書き続けてくださいと、応援メールをいただきます。
　さて、今回は物語がこころを軽くするかどうか、判断は容易ではありませんが、少なくとも筆者の
クリニックに来る患者の様子を観察しておりますと、どうも病気が重いときは、難しい本は避けて
おられるように思います。その代わりに絵本が好まれます。絵本は子ども向きというイメージがあり
ますが、質の高い絵本が多くあり、大人でも十分に楽しめるものが多いと思います。今回紹介させて
頂いたのはジョン・クラッセンの「みつけてん」「サンカクさん」シェル・シルバスタインの「ぼく
を探しに」「歩道のおわるところ」です。また、作家の絵本だけでなく、筆者が描いた一コマ漫画の
ような絵も患者さんを和ませることが出来ているように思います。今回は「救助鯉」「キノコどこの
子、毒キノコ」を紹介しました。これらは文字は含まれておらず、観る人が解釈してホッコリできる
ようなものを紹介しました。患者さんは少し元気になってくると、文字のある本を読めるようになり
ます。しかし、まだ病気の解説書などは敬遠します。ここでは文字で書かれた物語が楽なようです。
今回は最近、筆者が書き終えた物語「死神ジャック」を紹介しました。
